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二 風 谷 ダ ム に お け る 出 水 時 の 物 質 収 支 の 変 遷 に つ い て  
 

北海道開発土木研究所 環境研究室 ○正 員 村上泰啓 (Yasuhiro Murakami)  
北海道開発土木研究所 環境研究室   正 員 中津川誠 (Makoto Nakatsugawa) 

 
１．はじめに: 

一般に、河川は水と物質を輸送する系といえる。しかしながら、河川横断構造物の建設により、
下流側で河床材料の均質化、河床低下、撹乱の減少など、生態系への影響も危惧される場合がある。
ここでは、北海道東部の一級河川沙流川の河口より約 20km に位置した二風谷（にぶたに）ダムに
おける水環境の変遷と、洪水時に連続観測された物質収支について得られた成果について報告する。 
２．ダムの諸元 
 二風谷ダムは平成 8 年に運用を開始した集水面積 1,215km2、
総貯水容量 31,500 千 m3、有効貯水量 26,000 千 m3、計画堆砂
量 5,500 千 m3 を有する多目的ダムで、堤高 32m、堤頂長 550m
の重力式コンクリートダムである。堤体は沙流川の河口から
約 20km に位置している。二風谷ダムのある沙流川は日高山脈
の西側に位置し、流域面積 1,350km2、幹川流路延長 104km の
一級河川である。流域の土地利用は 84％が山林、農耕地が 9％、
市街地が約 0.4％と、山林が大半を占める。 
３．二風谷ダム貯水池の堆砂概要 
(1)堆砂測量の結果：二風谷ダム管理所で実施している堆砂測
量成果を基に、湖底コンターの経年変化を作成し、図-2 に示
す。測量範囲の全体に渡り堆砂が進んでいることが把握され、
図-3 に示した堆砂縦断図の経年変化ではダム堤体から 1.8km、

4.4km 上流の箇所に堆砂ピークが見られる。 
(2)ダムに堆砂した土砂の特性：ダム貯水池内で底質調査の
為のボーリングが実施されており、いずれの調査地点におい
ても表層の粒径分布は元河床に比べ細粒化が進んでいる。堆
積した土粒子はほとんどが 1mm 以下であり、KP3.6 より下流
側では 0.1mm 以下のものが 90％以上である。 
４.ダム貯水池の土砂収支 
 ダム貯水池に堆積した土砂が洪水時に運搬された浮遊砂
と推察できるため、洪水時の負荷量連続観測の成果を用いて、
ダム貯水池における物質収支を試算した。 

(1)SS 負荷量の連続観測：図-4 は平成 13 年 8 月、9 月洪水
における SS 負荷量の連続観測データ 1)をプロットしている。
8 月、9 月のケースとも、ダムからの SS 流出量が流入 SS 負
荷量よりも小さく、ダム湖内で大半の SS が捕捉されている
ことを裏付ける結果となっている。 
(2)流量―負荷量式の推定：図-4 の関係を同時に観測された
T-N、T-P、DO についても整理し、最小二乗法で負荷量式の
係数を同定した。さらにこれらの式に平成 13 年 9 月 10 日か
ら 18 日までの出水時の時刻流量を与え、ダム上下流の土砂
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図-1 沙流川流域図 

貯 砂 ダ ム  

KP0.4  

KP2.0 KP3.6 
KP4.4

KP0.4  

KP2.0 KP3.6 
KP4.4 貯 砂 ダ ム  

KP0.4  

KP2.0 KP3.6 
KP4.4 

貯 砂 ダ ム  

1996 年 ダ ム 完 成 時  

1999 年 11 月  

2001 年 11 月  

流 向  

標 高

図-2 二風谷ダム湖底コンター経年比較 
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図-3 堆砂量縦断経年変化
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図-4 SS 負荷量時間変化 
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収支を試算した結果を図-5 に示す。本ケースにおい
て、最下流の沙流川橋において SS が 96 万 t、T-N
で 1850t、T-P で 680t が流下している結果となった。
また、ダム貯水池において約 30 万トンの SS の堆積
があったことを示す。 
(3)負荷量式の変遷：本ケースと平成 9 年に坊野ら
2)によって観測された SS 負荷量関係式を図-6 に示
す。2 観測所とも負荷量式の傾きが平成 9 年よりも
緩くなっており、土砂の流出形態が変化しているこ
とが伺われる。表-2 には 97 年 01 年出水における水
文特性、比流量別 SS 負荷量特性を示す。これによ
れば’01 出水は 97 年出水とピーク流出量はほぼ等
しいが、SS 負荷量としてはほぼ倍となっている。比
流 量 規 模 別 の 負 荷 量 で
みると、支川額平川の貫
気 別 観 測 所 で は 比 流 量
の 0.5 の場合に負荷量が
増加傾向となり、本川幌
毛 志 観 測 所 で は 比 流 量
1.0 では負荷量が減少す
る と い っ た 土 砂 生 産 の
変 化 の 傾 向 が 示 さ れ て
いる。ここで示した 2 出
水 例 は ダ ム 地 点 で 比 流
量１を超えており、比較
対 象 と し て は 十 分 と 考
える。橘 3)は負荷量式のべき乗部分の係数が 1 より
大きいとき、「洗い出し型」と分類しているが、負
荷量式の傾きが減少している現状は、流域の土砂貯
留容量が変動している可能性を否定できないため、
土砂動態の把握には現地踏査やリモセンデータを
活用した土砂生産過程の調査の必要性があるとい
える。 
５．流域水文量の変遷 
 負荷量は流量の関数であるため、流域水文量の影
響を少なからず受ける。沙流川下流の富川観測所に
おける 5 月～11 月の富川観測所の降雨量、平取流量
観測所の年間流出量を経年的にプロットし、図-7
に示す。総降雨量、総流出量とも近年増加傾向にあ
るため、流域土砂管理を進める上で、土砂動態モニ
タリングを継続する必要性は高いものと考える。 
６．おわりに 
 ここでは、平成 13 年出水において連続観測した負荷量に着目し、二風谷ダムにおける土砂動態
を考察した。今後は物質動態の生態系への影響について検討していきたい。 
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図-6 負荷量式の経年変化 

表-2 出水ケースの違いによる SS 負荷量の差 

二風谷ダム地点（A=1,215km2） 比流量別 SS 負荷量(kg/s) 

貫気別 幌毛志 
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0.5 1.0 0.5 1.0 

1997 8/9 12:00

～ 8/15 12:00 
155 1,853 179 505 399 1,971 3,534 20,739

2001 9/10 5:00

～ 9/18 23:00 
230 1,925 221 1,077 610 1,958 1,263 4,754

01 年 /97 年  1.5 1.04 1.2 2.1 1.5 0.99 0.36 0.23

ここで、総 SS 負荷量とは貫気別と幌毛志の総負荷量を合算した値。
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図-5 二風谷ダム土砂収支（平成 13 年 9 月出水における収支の試算） 
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図-7 総雨量、年間流出量の変遷 
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